
品種の特性と草主体の育成肥育

清水良彦(新得畜試)

1. 品種の特性

道内に飼養されている肉牛品種は.黒毛和種‘褐毛和種、日本短角種‘ヘレフォード及びアンガスの

5品種が主流と在っている。とれらの品種は、成立の歴史や産肉性はかなり異なっており、飼養法もそれ

ぞれ異在るため、品種の能力を比較するのは極めて困難である。

十勝種畜牧場になけるほほ同一飼養条件下で.増体能力‘受胎率、子牛生産率の 3形質によって比較

した品種の能力差を表 1に示した。との成績ではアンガスが最も優れ、シャロレーが最も劣るとされて

いる。しかし、とこで飼養された肉牛が必らずしも各品種の代表とはいえ左いので‘一つの事例と考え

られる。

放牧期に長ける発育比較(改良草地)を表2に示した。放牧増体も入牧時の月令や入牧前の飼養方法

によって影響をうけるが、表 2よb黒毛和種はホノレスタインや外国種よ b増体成績は劣る。表 3に草地

条件が異る増体(同一月令の育成雌牛)を示した。改良草地では‘黒毛和種の増体が最も悪いが、野草

地では各品種にそれぞれ差が左い。牧草と野草が混在する草地での採食行動を図 1に示した。黒毛和種

は野草を比較的好んで採食し‘ヘレフォードは牧草を主に採食している。

耐病性については.表 4に品種別の擢患率を示した。全般的に在来種が比較的優れた耐病性を示して

いる。ヘレフォード及びアンガスの発病率がやや高いのは、輸入牛に発病した小型ピロプラズマ病とピ

ンクアィによるもので.シヤロレーは難産率が高いためである。

肥育にbける産肉性の比較については‘図 2に示した。フリージャン及び黒毛利種は脂肪の蓄積が比

較的遅〈、晩熟性の品種といえよう。ヘレフォードは脂肪の蓄積が速く.早熟性を示している。とのよ

うな産肉性の差異が品種の特性を最もよく表して争b、肥育に金ける飼養方法や仕上げ体重とも密接左

関係がある D 即ち、外国肉用種では早期から濃厚飼料多給で肥育すると早〈仕上がってしまうので、仕

上げ体重を大きくするためには、育成中は組飼料を多給じて脂肪の蓄積を少な《するべきである。

2. 草主体の育成肥育

1 )粗飼料の飼料価値

稗、茎葉及び殻実の正味エネノレギーを表 5に示した。とうもろとし等の殻実部が増体に用いられる時

の正味エネノレギーが高<.とれらのホーノレクロップサイレージが肥育にとって望ましい組飼料といえる。

牧草はステージによって飼料価値がか左D異左るので、最も産肉用として有効左利用法は‘適期に採食

できる放牧利用である。

2) 放牧主体の肥育になける問題点

。放牧時の熱発生量は‘舎飼時の180%と高〈効率が悪い。熱発生量をへらして増体量を多くする

には、滞牧日数を 3- 5日で短期輪換するのが望ましい。採食時間だけ放牧する方法も有効であるo

o 放牧草の平準化は施肥法や草種対応、だけでは困難である。余剰草の有効利用によ 9.秋口に放牧

と併用すると放牧延長が可能である。放牧延長には、採草地の最終刈取bをやめ‘ Foggage として

放牧利用すると‘その増体効果は大きい。
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o 放牧利用による肥育にI長ける利点と欠点を表 6，乙示した。

3) 放牧利用になける肥育法(乳用種)

放牧を最大限l乙利用する方法は、 2γーズンあるいは 3シーズン放牧が最も望ましく‘その方法とし

て図 3が提案されている。第 1シーズンは図 4のように初放牧牛は疾病発生率が高く、増体も第 2シー

ズンよ bやや低い。しかし‘この方法では飼養期間が長く、資金の回転.肉質等問題が多て現状ではそ

の普及が難しい。ょ b現実的左体系としては、放牧育成後濃厚飼料を肥育する方式として図 5が提示さ

れている。出生季節にとらわれず 1γーズン放牧後肥育する方法として表?を提案する。との方法では‘

舎飼時は牧草主体であるが、とうもろとしサイレージを利用すれば濃厚飼料を半減できるつ

4) 放牧利用になける肥育法(外国種)

異左る肥育法になけるヘレフォードの産肉性を表8に示した。適度左肉付きで比較的枝肉重量が大き

く.我が国の牛肉市場にないて市場性があるのはB-Ill型である。近年、へレフォード及びアンガスは

急速に牛体が大型化し改良されてきているので、春生れ牛の肥育方式を表 9に示した。この場合も、舎

飼時の飼養方法は、とうもろとしサイレーク主体が望ましし濃厚飼料は半減できる。

表 1 品種間の能力差

① ② ③ ④=② x③ ⑤=① x④ 

品 種
雌牛 1頭当 黒毛和牛に

6 カ月令の 妊娠牛の bの離乳子 対する比率

子牛の体重 受胎率 離乳子牛率 繁殖能力 牛体重

K，yl ?ら ヲら ?ら K，yl 

黒 毛和種 1 53.5 + 22.2 8 1.6 . 84.7 6 9.1 106.1 10 0.0 

日本短角種 1 6 1.0 7 9.4 9 1.9 73.0 1 1 7.5 1 1 0.7 

ア ン ガ ス 1 7 3.1 + 2 1.8 8 2.5 9 1.4 7 5.4 130.5 123.0 

ヘレフォード 1 69.3土 24.8 76.6 90.0 68.9 1 1 6.6 109.9 

シャロレー 1 97.9土 29.3 61.4 7 7.1 4 7.3 9 3.6 8 8.2 

(注) データーは 10ヶ年間の集積データーである。 (十勝種畜牧場)
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表 2 放牧期の発育比較
(新得畜試)

品 種 開放始月牧令
放牧期間

摘 要
日 数 D.G 

黒
1 4 1 6 1 0.4 8 

毛 1 4 1 5 4 0.37 

和 1 4 1 48 0.37 

種 1 4 1 6 1 0.54 濃補飼給(2.5 K~/ 日 ) 

J、 14 1 61 0.7 1 
レ
フ 1 4 1 54 0.68 
オ

1 4 1 48 0.66 

ド
7 174 0.60 

ア 1 4 1 6 1 0.60 

ン
1 4 1 54 0.60 

ガ
ス 1 4 1 4 8 0.5 5 

ホ
1 5 1 80 0.85 

ノレ
20 1 83 0.90 

ス
濃前半 77日間タ 3 138 0.7 2 

イ 飼 86 K~ 
ン 9 153 0.74 

ー 一一
表 3 各品種放牧牛に辛子ける日増体量の草地による差異

(新得畜試・帯広畜大)

草 地 男リ アンガス 黒毛利種 ホルスタイン ヘレフォード 日本短角種

牧 草 土也 0.5 8 K~ 0.4 5 K~ 0.6 5 K~ 0.7 1 K~ 0.7 2 K~ 

牧草 十野草地 0.4 4 0.39 0.57 0.5 1 

野 草 地 0.30 0.43 0.4 3 0.32 

平 均 0.4 6 0.44 ( 0.6 5 ) 0.58 0.56 

表司，品種別病類別疾病擢患率 (単位;%)

日
伝 呼 f向 運 体 目艮 生 外 蹄 f盾 腫 神 皮

染
吸 イヒ 動

質
殖 傷 l 環

経 膚 計
器 器 器 器 不 器

病 病 病 病 病 病 病 慮 病 病 蕩 病 病

程 0.8 5.9 7.7 0.6 0.1 2.1 2.6 2.3 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 22.9 

1.0 8.8 0.5 3.6 0.0 1.5 2.0 4.6 3.6 0.0 0.0 0.0 0.5 26.1 

アンガス 4.4 6.0 5.6 1.5 0.2 5.3 3.4 2.5 0.9 0.3 0.4 0.1 0.1 3 0.7 

.....，._レぐプ才
8.4 6.2 3.9 1.5 0.0 3.1 4.3 3.0 4.3 0.1 0.2 0.1 0.1 35.2 ード

、ンャロ
1.9 3.8 5.0 5.0 0.3 2.7 6.9 3.8 1.4 0.3 0.0 0.0 1.1 32.2 レー

(十勝種畜牧場)
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表 5 稗‘茎葉左らびに殻実の正味エネノレギー

肉用牛に給与したときの飼料価値 泌乳牛に給与したときの飼料価値

DM  NFm NEg TDN DCP DM  NEm NE.e TDN CP 

ヲら IMcaV笠pMcal/匂 ヲら ?ら ヲら McaV1(~ Mcal/匂 ヲら ヲ。

稗 87.2 1.21 0.55 59 2.2 87 1.26 1.32 59 9 
トウモロコシ

殻実 89.0 2.28 1.48 91 7.5 91 2.32 2.13 92 11.8 

茎葉 88.2 1. 01 0.14 41 0.5 88 1.05 1.08 49 4.1 
大 麦

殻実 89.0 2.13 1.40 83.0 9.8 89 1.96 1.91 83.0 13.9 

茎葉 90.1 1.11 0.35 52 1.4 90 1.03 1.05 48 4.4 
エン麦

殻実 89.0 1.73 1.14 76 9.9 89 1.73 1. 74 76 13.6 

アノレフアノレフア
90.0 1.35 0.49 57 12.7 90.0 1.24 1.30 58 17.2 

開 花 期

オーチャードグラス 83.3 1.22 0.55 57 5.8 87.0 1.33 1.40 62 10.2 

注) DM:乾物 NEm.維持に用いられる時の正味エネノレギ NEg:増体に用いられる時

の正味エネノレギ N E.e:産乳に用いられる時の正味エネノレギー DCP:可消化粗蛋白

質 CP:組蛋白質

(NRC飼養標準よ b抜粋 肉用牛、 1970 乳用牛‘ 1978) 

表 6 利用方式の特徴

利用方式 矛リ 点 欠 点

濃 飼主 体 o 土地保有が絶体条件とならない

(粗飼料の購入も可能)

o 増体が良〈、生産期聞が短かい

o 牛の斉一性が高い

o 経営が単純で大規模化が可能

o 飼料価格の変動に弱い

o 流動資金が多額と左る

o ふん尿の経営内処理が困難

。所得率が低い

放牧 主体 o 飼料の価格変動に強い

o 肉用牛の健康保持によい

o ふん尿の経営内有効利用が可能

。所得率が高い

o 大面積の土地が必要

。固定資本装備がかさむ

。労働が多労かつ複雑となる

o 現状の校内取引制度では収益性

が低い
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表 7 乳用種(放牧利用型)肥育

自給率 Fロ1
区 分 晴 育 期 育 成 HeJ 育 期 J 

総 絵、

月 令 1 2 3 4 5 6 給与量 TDN 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 11 18 19 20 21 22 給与量 TDN 

/ / / 

匡
給 T 

月 始 体 重 48 75 102 129 156 183 210 231 252 273 294 315 336 357 378 399 420 459 498 537 575 612 

ラ二ラエ ラユ
与 D 

月 末 体 重 75 102 129 156 183 210 231 1 252 1 273 1 294 1 315 1 336 1 357 1 378 1 399 1 420 459 I 498 I 537 575 1 612 1 650 

量 N 
1 日当増体重 0.9 0.7 1.3 1.25 

生 草 34 36 38 40 42 I 44 46 48 50 52 12，900 1，470.6 12，900 1，470.6 

鉱 塩 10 fI 3 3 

放

牧

期

-.:) TDN 3.9 4.1 4.3 4.6 4.8 5.1 5.3 5.5 5.7 5.9 

[全 乳 l~‘4一2・t三 169 28.7 169 28.7 

l代用乳j‘1ー4一'‘0ー.8ー'1ミ 32 28.8 32 28.8 

人 工 乳
0.711.51.9 2.4 

141 114.2 141 114.2 

乾 草 0.2 0.8 1.0 1.5 2.0 189 89.2 2.0 2.5 2.0 2.0 1，020 481.5 1，209 570.7 

舎
草サイレージ 5 6 7 540 93.5 ド10.5 11.5 12.5 13.5 14.5 15.5 16.5 17.5 18.5 19.5 → 4，500 778.5 5，040 872.0 

育成配合 2.0 180 126.0 180 126.0 

飼 肥育前期 1.0 1.5 345 255.3 345 255.3 

肥育後期 5.5 6.0 6.5 
1，080 788.4 1，080 788.41 

圧片大麦 4.25 5.0 5.5 6.25 945 651.1 945 651.1 

期
鉱 塩

燐酸カノレνクム

TDN 1.4 1.9 2.3 2.7 3.1 3.5 451.7 3.5 3.7 3.9 4.2 4.4 4.6 4.8 5.0 5.2 5.4 7.8 8.3 8.8 9.2 9.5 9.9 2，954.8 3，406.5 

i口』 計 451.7 3，009.6 3，461.3 
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表、8 へレフォードの肥育 (新得畜試)

試験A ……濃厚飼料多給型 試験C ・…・全放牧仕上げ型

12 4 9 、 12 12 5 11 5 10月
I---ー前期一一-----~一一一後期一一一一一一一一__1 〕_1 冬目舎飼期~1_____1 夏目放牧期~ー 2 冬目舎飼期~____2 夏目放牧期~、J

l←渡飼、体重の1.5%→与一濃飼、体重の1.8 9も
8 12 17 20カ月齢

!←濃飼 I 0..6 kg →」 生草 →与一濃飼 I 1. 0 kg →!← 生草 →l 

'1.5kg l~Okg 

試験B ……放牧を加味した型

12 5 ・ 11 4 6月

l---一一舎飼期一一--.._:I----ー放牧期一-、~I------肥育期-----
l←濃飼、体重の 0.8% →!← ~生草 →!←濃飼、 → 

体重の1.6%

体重 増体日量
濃飼 乾草 舎飼期 放牧期|

試 験 開始ず時 終1冬目舎飼時終1夏目放牧時終2冬了目舎飼時 仕上げ時 舎1冬飼期目 放1夏牧期目 肥育期 舎2冬飼期目 放2牧夏期目 全 期
月 齢体重了 了 月齢体重 給与量 給与量 日数 回数

I 8.2齢 222kg ー 17.0齢 460kg -kg -kg 0.89kg -kg -kg 0.89kg 1，545kg 900kg 267日 ー日
A く

E 8.8 217 20.0 524 0.91 0.91 2，121 1，167 340 

E 8.3 202 332 427 25.3 584 0.77 0.60 0.94 ー 0.76 1，608 1，798 342 153 

Bく N
8.3 209 339 450 27.3 658 0.77 0.70 0.88 0.80 2，201 2，05.4 405 158 

v 8.0 184 221 357 390 29.0 511 0.25 0.90 ー 0.20 0.79 0.52 254 2，530 317 317 
C く

可E 8.0 183 255 393 465 29.0 568 0.49 0.93 0.44 0.67 0.61 566 2，600 317 317 

歩どまり(%) 枝肉測定，価 枝肉構成(%) 一 般 組 成 (%) 
試 験 仕上げ体重 枝肉一量 格付

仕上げ時 絶 食 時 背脂肪厚ロース部厚パラ部厚ロース芯断面積

I 460kg 260kg 56.5 61.3 並~中 1.7cm 1 6.6cm 5.6αz 37.3cm 
A く

中~上E 524 298 56.9 6 L5 2.0 17.8 6.0 41.4 

E 584 344 58.9 63.3 中 1.7 17.3 6.6 40.8 

Bく N
658 405 61.4 65.4 中 2.6 18.7 7.8 46.2 

v 511 2.73 53.4 57.4 並 1.0 16.0 4.7 40.3 
C く

可E 568 307 54.0 57.5 並一 1.1 17.0 4.7 40.6 

経済性

試 験 素牛凶代 総飼料但費) 諸費用 素牛代の金利 総の費金利用(B+ c回) (総A+B生+C+産D+費E) (C) 間

I 1 55，400 1 22，925 26，700 5，672 2，731 31 3，428 
A く

E 1 51，900 1 67，040 34，000 7，063 4，674 364，677 

E 1 41，400 1 63，860 41，310 9，686 7，027 363，283 

B く N
1 46，300 20 9，375 47，610 1 1，2.65 9，894 424，444 

V 
Cく

1 28，800 1 0 7，6 7 8 45，965 1 1，206 6，683 300，332 

可E 128，100 1 33，508 45，965 11，145 7，807 326，525 

飼料単価(1 kg当り円)

濃厚飼料65円、乾草 25円、放牧草2円

正 肉 脂肪 骨 水分 組脂肪 粗蛋白 粗灰分

(42.7) 75.6 一9.8 13.8 74.4 3.3 21.4 0.9 

(43.0) 75.6 10.7 12.7 72.7 5.2 21.2 1.0 

。(45.1)76.5 9.9 12.6 72.1 5.4 21.1 1.1 

(45.1) 73.4 13.5 11.9 69.9 7.6 21.0 1.0 I 

(40.9_) 76.5 7.6 14:8 75.3 3.1 20.6 1.0 

(40.6) 75.1 8.8 15.3 74.6 3.3 21.1 1.0 

回: ( )内は仕上げ体重l乙対する比率

枝限肉界1k費9当用り

"1，205 

1，224 

1，056 

1;048 

1，100 

1，064 

枝肉の限界生産費用 (Y)は次の式による。

Y= {w. P (I+Y1 ・K)+T (I+Y2 ・K)}-:-M 

但しw=素牛体重(kg)

P=素牛体重 1kg当り単価(円)=7 0 0円

Y1=:'年利率p5%

Y2=流動資本年利率=2. 5 % 
K=飼養日数/365日=飼養年数

T=総費用干飼料費+諸費用

M=枝肉量

諸費用は 1日当り舎飼期 10 0円、放牧期 45円



表 9 外国種肥育体系 (草主体、 3月 1日生れ)

TDN自給率 73.1 %、濃厚飼料 1，228 kg 

区 分 晴 育 期 育 成期 肥育期

総与 給量 TDN 
月 令 1 1 2 3 1 4 5 1.6 7 給与量 TDN 8.1 9 110111112113114115116117118119120 給与量 TDN 21 1 22 1 23 1 24 1 25 1 26 給与量 TDN 

月 末 体 重 621 89 116 143 170 197 224 243 263 282 302 321 341 360 379 401 424 446 469 491 521 551 581 

1 日当り増体重 0.9 0.65 0.75 1.0 

全 乳 6 1 5 4 1 3 2 
480 93 480 93 

放 生 草 8 1 12 15 18 20 2，030 231 57 9，120 1，040 11，150 1，271 

育成配合 0.5 1.0 1.5 2.0 135 95 135 95 

牧

鉱 塩 159 2.4 

期

TDN 2.9 3.2 3.7 4.0 419 6.5 1，040 1，459 
(.0 

全 乳 7.0 6.5 6.0 
525 102 525 102 

乾 草 ド2三1.0 
35 17 3.0 690 326 4.5 405 191 1，130 533 

ーーーー-1 ，一

草サイ ν-V' 6.5 11.0 13.5 2，250 389 2，250 389 

育成配合 ‘ー0ー.ー4ー
0.8 

28 20 28 20 
1'¥コb 

一一『

肥育前期 1.5 345 242 345 242 

肥育後期 4.0 360 259 360 259 

宮司

圧片大麦 4.0 360 263 360 263 

期
鉱 塩 159 159 3.5 1.4 

燐酸カノレνクム 159 3.5 15 9 1.4 

TDN 1.4 1.8 2.2 139 3.6 4.3 4.8 957 7.9 713 1，808 

J日:.. 計 558 1，997 713 3，267 
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図 1 放牧和牛の牧草・野草別採食時間とその割合ならびに
へVフォード種との比較 (加藤ら)
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筋肉十骨の重量K~ →

(筋肉+骨)の重量に対する各組織 「

(英国ロイヤノレ スミスフィーノレド クフプのデータより 1966)

(黒毛和種の結果は福原らの報告より:1968) 
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図 3 牧草主体の育成・肥育 (北大・小竹森)

濃:濃厚飼料 組:組飼料(風乾重量) ( t /頭)
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図 4 放牧経験の有無と疾病発生率(石原)
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図 5 牧草育成、濃厚飼料肥育 (北大・小竹森)

濃:濃厚飼料 粗:組飼料(風乾重量) ( t /頭)
空欄は図 3と同じO
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